
東

海

本

部

の

15

春

闘

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

一

柳

賃

金

対

策

部

長

が

行

い

、

賃

金

や

手

当

関

係

の

要

求

と

と

も

に

労

働

条

件

改

善

の

要

求

作

り

、

職

場

３

大

要

求

、

地

本

等

が

中

心

と

な

る

「

集

中

行

動

日

の

設

定

」

等

を

提

起

し

ま

し

た

。

続

い

て

木

村

副

委

員

長

が

２

０

１

４

年

「

会

社

諸

計

画

」

「

労

働

協

約

改

訂

」

闘

争

の

経

過

と

成

果

、

引

き

続

く

課

題

等

に

つ

い

て

説

明

を

し

ま

し

た

。

参

加

者

の

発

言

で

は

、

職

場

で

の

事

故

・

現

職

死

亡

等

の

厳

し

い

職

場

実

態

の

報

告

と

対

策

に

つ

い

て

の

意

見

、

「

職

場

３

大

要

求

づ

く

り

」

、

「

リ

ニ

ア

新

幹

線｣

問

題

、

「

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

」

に

も

と

づ

く

要

求

の

前

進

、

職

場

に

強

い

不

満

が

渦

巻

い

て

い

る

状

況

と

「

組

織

拡

大

」

へ

の

決

意

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

●

国国国国

民民民民

生生生生

活活活活

のののの

危危危危

機機機機

にににに

立立立立

ちちちち

向向向向

かかかか

おおおお

うううう

藤

田

講

師

は

は

じ

め

に

、

「

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

で

雇

用

は

増

え

た

か

、

賃

金

は

上

が

っ

た

の

か

」

を

問

い

か

け

、

状

況

は

「

財

政

破

た

ん

、

イ

ン

フ

レ

、

不

況

の

同

時

進

行

に

よ

る

国

民

経

済

破

た

ん

の

危

機

が

迫

っ

て

い

る

」

の

で

は

な

い

か

と

の

認

識

を

示

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

こ

と

は

、

Ｇ

Ｄ

Ｐ

の

低

迷

に

現

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

労

働

者

の

実

質

賃

金

の

停

滞

・

正

規

労

働

市

場

の

停

滞

と

と

も

に

消

費

税

・

社

会

保

障

の

負

担

増

が

追

い

打

ち

を

か

け

、

企

業

収

益

向

上

が

賃

金

上

昇

・

下

請

け

企

業

へ

の

発

注

増

等

に

波

及

す

る

と

い

う

好

循

環

が

形

成

さ

れ

て

い

な

い

事

を

グ

ラ

フ

等

を

示

し

な

が

ら

説

明

し

ま

し

た

。

ま

た

、

「

解

雇

自

由

化

」

「

残

業

代

ゼ

ロ

法

案

」

等

労

働

法

制

の

抜

本

改

悪

を

め

ざ

す

財

界

新

戦

略

の

狙

い

と

も

関

連

付

け

な

が

ら

、

「

企

業

収

益

を

重

視

す

る

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

か

ら

の

転

換

」

と

リ

ス

ト

ラ

に

対

抗

す

る

労

働

者

の

生

活

を

守

る

労

働

組

合

の

重

要

性

を

強

調

し

ま

し

た

。

国

労

東

海

国鉄労働組合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

‐

15

‐

５

交

通

ビ

ル

４

階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

杉杉杉杉

本本本本

洋洋洋洋

一一一一

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

小小小小

山山山山

謙謙謙謙

二二二二
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新

幹

線

地

方

本

部

の

「

分

会

代

表

者

会

議

」

が

12

月

18

日

、

東

京

・

南

部

労

政

会

館

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

ま

ず

国

労

本

部

菊

池

書

記

長

か

ら

、

「

組

織

拡

大

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

」

の

オ

ル

グ

が

あ

り

、

「

大

変

な

ご

苦

労

を

し

な

が

ら

組

織

拡

大

を

取

り

組

ん

で

い

る

中

、

本

日

は

率

直

に

組

織

拡

大

の

取

り

組

み

で

創

意

工

夫

し

て

い

る

点

、

ぶ

つ

か

っ

て

い

る

点

、

悩

ん

で

い

る

点

等

を

出

し

て

交

流

を

し

た

い

」

と

言

う

挨

拶

を

受

け

、

各

分

会

か

ら

組

織

拡

大

の

取

り

組

み

報

告

を

受

け

、

交

流

を

図

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、

東

海

本

部

木

村

副

委

員

長

が

、

14

労

働

協

約

の

報

告

と

15

調

査

活

動

に

つ

い

て

「

今

年

か

ら

調

査

期

間

の

延

長

と

ア

ン

ケ

ー

ト

の

一

本

化

し

た

。

そ

の

中

で

組

合

員

一

人

一

要

求

を

目

指

す

こ

と

が

国

労

の

力

に

な

る

。

是

非

ア

ン

ケ

ー

ト

の

協

力

を

す

す

め

な

が

ら

、

そ

の

ア

ン

ケ

ー

ト

の

中

か

ら

「

職

場

三

大

要

求

」

に

使

え

る

も

の

、

「

地

方

交

渉

」

に

使

え

る

も

の

、

東

海

本

部

へ

上

げ

る

も

の

と

地

方

本

部

で

仕

分

け

を

し

て

、

よ

り

良

い

調

査

を

行

い

強

い

要

求

を

つ

く

り

職

場

・

地

方

・

本

部

三

位

一

体

で

要

求

獲

得

に

向

け

奮

闘

し

ま

し

ょ

う

」

と

提

起

し

ま

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

、

「

専

任

社

員

の

賃

金

・

労

働

条

件

改

善

に

力

を

入

れ

て

欲

し

い

」

と

言

う

意

見

が

あ

り

、

東

海

本

部

と

し

て

「

今

ま

で

も

交

渉

を

重

ね

専

任

社

員

制

度

に

少

し

ず

つ

で

は

あ

る

が

改

善

し

て

き

て

い

る

。

今

後

も

引

き

続

き

改

善

を

目

指

し

て

い

く

」

と

答

弁

を

受

け

、

新

幹

線

地

本

佐

藤

業

務

部

長

の

「

組

織

拡

大

」

「

15

調

査

活

動

」

に

全

力

で

取

り

組

も

う

と

言

う

ま

と

め

を

受

け

、

全

体

で

行

動

の

意

思

統

一

を

確

認

し

ま

し

た

。

挨挨挨挨拶拶拶拶すすすするるるる新新新新幹幹幹幹線線線線地地地地

本本本本のののの徳徳徳徳竹竹竹竹委委委委員員員員長長長長

国国国国

労労労労

東東東東

海海海海

本本本本

部部部部

はははは

11112222

月月月月

４４４４

日日日日

、、、、

新新新新

橋橋橋橋

・・・・

交交交交

通通通通

ビビビビ

ルルルル

でででで

「「「「

11115555

春春春春

闘闘闘闘

・・・・

賃賃賃賃

金金金金

討討討討

論論論論

集集集集

会会会会

」」」」

をををを

開開開開

催催催催

しししし

、、、、

組組組組

合合合合

員員員員

約約約約

77770000

人人人人

がががが

参参参参

加加加加

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

集集集集

会会会会

でででで

はははは

、、、、

東東東東

海海海海

本本本本

部部部部

がががが

２２２２

００００

１１１１

４４４４

年年年年

「「「「

会会会会

社社社社

諸諸諸諸

計計計計

画画画画

」」」」

「「「「

労労労労

働働働働

協協協協

約約約約

改改改改

訂訂訂訂

」」」」

闘闘闘闘

争争争争

のののの

総総総総

括括括括

とととと

課課課課

題題題題

、、、、

11115555

春春春春

闘闘闘闘

勝勝勝勝

利利利利

にににに

向向向向

けけけけ

たたたた

提提提提

起起起起

をををを

行行行行

いいいい

討討討討

論論論論

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

そそそそ

のののの

後後後後

、、、、

桜桜桜桜

美美美美

林林林林

大大大大

学学学学

のののの

藤藤藤藤

田田田田

実実実実

教教教教

授授授授

をををを

講講講講

師師師師

にににに

招招招招

きききき

、、、、

「「「「

アアアア

ベベベベ

ノノノノ

ミミミミ

クククク

スススス

のののの

危危危危

険険険険

性性性性

とととと

労労労労

働働働働

者者者者

・・・・

国国国国

民民民民

生生生生

活活活活

のののの

危危危危

機機機機

」」」」

のののの

テテテテ

ーーーー

ママママ

でででで

学学学学

習習習習

をををを

深深深深

めめめめ

まままま

しししし

たたたた

。。。。

講講講講演演演演すすすするるるる桜桜桜桜美美美美林林林林大大大大学学学学

のののの藤藤藤藤田田田田教教教教授授授授



12

月

４

日

、

国

労

東

海

本

部

主

催

の

交

運

共

済

推

進

会

議

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

当

日

は

、

地

本

、

支

部

、

分

会

等

の

担

当

者

等

約

70

人

が

参

加

。

共

済

東

海

事

業

本

部

か

ら

は

本

部

長

を

は

じ

め

と

し

て

３

人

の

職

員

が

参

加

し

、

火

災

共

済

や

地

震

風

水

害

の

加

入

拡

大

の

取

り

組

み

、

「

退

職

後

の

ラ

イ

フ

プ

ラ

ン

」

と

題

し

た

ラ

イ

フ

プ

ラ

ン

セ

ミ

ナ

ー

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

火

災

共

済

、

地

震

風

水

害

共

済

の

加

入

拡

大

の

取

り

組

み

で

は

、

東

日

本

大

震

災

や

近

頃

の

自

然

災

害

の

多

発

な

ど

を

例

に

挙

げ

、

組

合

員

の

財

産

を

守

る

た

め

の

取

り

組

み

と

し

て

必

要

不

可

欠

で

あ

る

こ

と

が

述

べ

ら

れ

ま

し

た

。

先

ず

は

役

員

の

加

入

促

進

と

未

加

入

者

の

50

口

か

ら

の

加

入

促

進

を

取

り

組

み

に

力

を

入

れ

て

も

ら

い

た

い

と

共

済

か

ら

提

起

が

あ

り

、

今

後

、

火

災

共

済

や

自

動

車

共

催

で

の

改

正

が

行

わ

れ

る

こ

と

等

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。ま

た

、

初

め

て

の

取

り

組

み

と

し

て

共

済

職

員

の

多

く

が

取

得

し

て

い

る

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

が

行

う

学

習

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

「

退

職

後

の

ラ

イ

フ

プ

ラ

ン

」

と

題

し

た

学

習

会

は

、

退

職

後

の

上

手

な

共

済

の

か

け

方

な

ど

を

中

心

と

す

る

も

の

で

、

参

加

者

か

ら

は

今

後

も

こ

の

よ

う

な

も

の

を

行

っ

て

も

ら

い

た

い

と

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

他

に

も

参

加

者

か

ら

は

、

事

例

に

合

わ

せ

て

質

問

や

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

最

後

に

東

海

本

部

か

ら

は

、

Ｊ

Ｒ

唯

一

の

職

域

生

協

で

組

合

員

相

互

の

助

け

合

い

の

精

神

で

こ

れ

か

ら

も

発

展

さ

せ

る

た

め

に

取

り

組

み

を

強

化

し

て

い

く

こ

と

や

Ｔ

Ｐ

Ｐ

で

共

済

を

含

む

生

協

が

狙

わ

れ

て

い

る

の

で

闘

い

を

強

化

し

よ

う

と

提

起

が

あ

り

ま

し

た

。

２０１４年１２月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３７５（２）
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国

労

東

海

本

部

は

、

14

春

闘

か

ら

春

闘

の

啓

蒙

活

動

の

一

環

と

し

て

ポ

ス

タ

ー

を

作

成

し

て

き

ま

し

た

。15

春

闘

に

向

け

て

は

、

標

語

の

募

集

を

行

い

「

賃

上

げ

で

笑

顔

あ

ふ

れ

る

明

る

い

未

来

」

「

Ｕ

Ｐ

賃

上

げ

！

Ｓ

Ｔ

Ｏ

Ｐ

悪

政

！

」

の

二

つ

を

入

れ

る

こ

と

が

決

定

、

標

語

に

合

わ

せ

た

ポ

ス

タ

ー

６

案

が

作

成

さ

れ

ま

し

た

。

「

15

春

闘

・

賃

金

討

論

集

会

」

に

参

加

し

た

組

合

員

に

よ

る

シ

ー

ル

投

票

が

行

わ

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

に

人

気

が

あ

り

、

接

戦

に

な

り

ま

し

た

が

最

多

の

24

票

を

集

め

た

ポ

ス

タ

ー

案

が

採

用

さ

れ

ま

し

た

。

15

春

闘

ポ

ス

タ

ー

は

、

す

で

に

各

地

本

に

発

送

済

み

で

、

東

海

本

部

は

掲

示

板

へ

の

掲

示

や

サ

イ

ズ

を

小

さ

く

し

て

の

配

布

な

ど

幅

広

く

活

用

す

る

こ

と

を

呼

び

掛

け

て

い

ま

す

。

共

済

推

進

会

議

を

開

く

現現現現役役役役時時時時代代代代ととととセセセセカカカカンンンンドドドドラララライイイイフフフフのののの支支支支出出出出とととと収収収収入入入入をををを比比比比較較較較ししししななななががががらららら、、、、

「「「「保保保保障障障障はははは生生生生涯涯涯涯必必必必要要要要」」」」だだだだがががが、、、、「「「「必必必必要要要要なななな保保保保障障障障でででで支支支支払払払払いいいい可可可可能能能能なななな金金金金

額額額額ににににままままととととめめめめるるるる」」」」ここここととととがががが必必必必要要要要とととと学学学学んんんんだだだだ

約約約約77770000人人人人がががが参参参参加加加加ししししてててて開開開開かかかかれれれれたたたた

「「「「交交交交運運運運共共共共済済済済推推推推進進進進会会会会議議議議」」」」

熱熱熱熱心心心心にににに質質質質問問問問・・・・意意意意見見見見をををを出出出出すすすす参参参参加加加加者者者者

「「「「11115555春春春春闘闘闘闘・・・・賃賃賃賃金金金金討討討討論論論論集集集集会会会会」」」」

でででで６６６６案案案案のののの中中中中かかかからららら参参参参加加加加者者者者のののの

シシシシーーーールルルル投投投投票票票票でででで決決決決定定定定ししししたたたた

「「「「11115555春春春春闘闘闘闘ポポポポススススタタタターーーー」」」」


